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県立学校における５類感染症への移行後の新型コロナウイルス感染症 

対策について（通知） 

 

 各校におかれては、日頃から新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に取り組ま

れていることに感謝申し上げます。 

さて、新型コロナウイルス感染症が、本年５月８日付けで、感染症の予防及び感染

症の患者に対する医療に関する法律（平成１０年法律第１１４号）上の５類感染症に

移行することを受け、文部科学省から下記１のとおり通知がありました。 

このため、県立学校における５月８日以降の新型コロナウイルス感染症対策（部活

動における対策を含む。）について、別紙のとおり変更するとともに、「県立学校版新

型コロナウイルス感染症Ｑ＆Ａ」を廃止することとしました。 

つきましては、本通知の内容について、下記２の「学校における新型コロナウイル

ス感染症に関する衛生管理マニュアル」とともに教職員、児童生徒及び保護者に周知

の上、適切に対応してくださるようお願いします。 

なお、対策の内容については、感染流行時には変更することがありますのであらか

じめ御了承願います。 

記 

 
１ 文部科学省通知文書 
（１）５類感染症への移行後の学校における新型コロナウイルス感染症対策について

（令和５年４月２８日付け５文科初第３４７号） 

（２）学校保健安全法施行規則の一部を改正する省令の施行について（令和５年４月 

２８日付け５文科初第３４５号） 

２ 資料 

学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュアル 

（https://www.mext.go.jp/a_menu/coronavirus/mext_00029.html） 

  

【担当】 
 ○学習指導・学校行事・生徒指導等に関すること 
  学校教育課 高等学校指導グループ  TEL 017-734-9883（直通） 
  学校教育課 特別支援教育推進室   TEL 017-734-9882（直通） 

○保健管理等に関すること 

スポーツ健康課 体育・健康グループ TEL 017-734-9908（直通） 



 

県立学校における５類感染症への移行後の新型コロナウイルス感染症対策 

 

１ 平時から求められる対策 

文部科学省から示されている「学校における新型コロナウイルス感染症に関する

衛生管理マニュアル」に基づき対策を講じることとし、感染状況が落ち着いている

平時においても、次の対策を講じた上で学校教育活動を実施すること。 

（１）家庭との連携による児童生徒の健康状態の把握 

   健康観察を通じて、児童生徒等の健康状態の異変やその兆候等を把握するこ

と。 

（２）適切な換気の確保 

   気候上可能な限り、常時換気に努めること。ＣＯ２モニターを活用した換気

を行い、二酸化炭素濃度が 1,000ppm 以下の状態を維持するよう工夫すること。 

（３）手洗い等の手指衛生や咳エチケットの指導 

   接触感染を避けるための手洗い及び飛沫を飛ばさないための咳エチケットに

ついて、児童生徒等に理解させること。 

 

２ 出席停止の取扱い 

  新型コロナウイルス感染症に係る出席停止は、（１）及び（２）によるものとす

る。 

（１）医師の診断により陽性が判明した場合 

① 有症状患者の場合 

発症日を０日目として５日間経過し、かつ、症状軽快後２４時間経過後、６

日目から登校可能。ただし、発症から１０日を経過するまでは、当該児童生徒

に対してマスクの着用を推奨すること。 

  ② 無症状患者の場合 
    検体採取日を０日目として６日目から登校可能。ただし、検体採取日から７

日を経過するまでは、当該児童生徒に対してマスクの着用を推奨すること。 

（２）感染が不安で休ませたいと相談のあった場合 

生活圏において感染経路が不明な患者が急激に増えている地域で、同居家族に

高齢者や基礎疾患がある者がいるなどの事情があって、他に手段がない場合など

合理的な理由があると校長が判断する場合は出席停止とする。 

（３）発熱や咽頭痛、咳等の普段と異なる症状がある児童生徒 

無理をせず、自宅で休養するよう推奨することとするが、登校を制限する必要

はない。 

（４）同居家族の陽性が判明した場合や陽性判明者との接触があった場合 

登校を制限する必要はない。 
 
３ 臨時休業措置について 

学校内で感染が拡がっている可能性が考えられる場合は、季節性インフルエンザ

での対応事例を参考に、学校において臨時休業の実施を検討すること。 

なお、休業については、同一学級など、感染拡大の恐れがある範囲で措置を講じ

ることとし、休業の期間については、新型コロナウイルスの潜伏期間が２～３日で

別紙 



あることから、陽性判明者の最終登校日から３日間程度とする。 

 

４ 部活動について 

  令和５年３月２２日付け青教育第１８７１号・青教ス第１３１１号通知は廃止と

し、部活動においても、１の対策を講じた上で実施すること。 

万一、同一部活動で複数の児童生徒等に陽性が判明し、部活動内で感染が拡がっ

ている可能性が考えられる場合は、陽性判明者の最終活動日から３日間の活動の休

止を検討すること。 
 

５ スポーツ健康課への報告について 

（１）児童生徒等に陽性が判明した場合 

学校等欠席者・感染症情報システムに入力すること（報告様式Ａの提出は不要）。 

（２）教職員に陽性が判明した場合 

学校等欠席者・感染症情報システムに入力すること（報告様式Ｂの提出は不要）。 

（３）クラスターが発生した場合 

同一所属（クラス、部活動等）で５人以上の陽性が判明した場合には、スポー

ツ健康課に電話で一報を行った上で、報告様式 C（クラスター用）により、次のア

ドレス宛てメールで報告すること。 

【報告アドレス】 Spo-COVID@pref.aomori.lg.jp 

（４）臨時休業措置を行う場合 

スポーツ健康課に電話で一報を行った上で、学校等欠席者・感染症情報システ

ムに入力すること。 

 

６ 保護者への情報提供について  

（１）教職員に陽性が判明した場合 

不要 

（２）児童生徒等に陽性が判明した場合 

休業措置を実施する場合は速やかに通知すること。 

また、インフルエンザ等と同様に、学校の感染状況に応じて、感染者数の情報

等を適宜、通知すること。 

 

７ その他 

  上記の対策の内容については、感染流行時等には変更することがある。 


